地区コミュニティづくり懇談会会則
（目　　的）
第１条　この会則は、地域の連帯意識を高め、コミュニティ活動の推進を図るため地区コミュニティづくり懇談会（以下「懇談会」という。）に関して必要な事項を定めることを目的とする。
（活　　動）
第２条　懇談会は、前条の目的を達成するため次の活動を行う。
　(1) コミュニティ活動の推進に関すること。
  (2) 各種団体の協調融和に関すること。
　(3) 各種の調査活動及び情報交換に関すること。
　(4) その他、会の目的達成に必要な活動に関すること。
（構　　成）
第３条　懇談会は次に掲げる会員をもって構成する。
　(1) 会の目的に賛同する関係地域の各種団体が代表者として推薦する者のうち理事会が適当と
認めた者。
  (2) その他、理事会において適当と認められた者。
（役　　員）
第４条　懇談会に次の会長をおく。
(1) 会　長　１人　
(2) 副会長　２人　
(3) 理　事　若干
  (4) 会　計  １人
　(5) 書　記　２人

(6) 会計監査２人
２　会長及び副会長は、理事の互選によるものとする。
３　理事、会計及び会計監査は、全体会議において会員の中から選出する。
（役員の任務）
第５条　会長は会務を総務し、会を代表する。
２　副会長は会長を補佐し、会長に事故あるときはその職務を代理する。
３　理事は、懇談会の運営に参画する。
４　会計は、会計事務を処理する。
５　会計監査は、年１回会計事務を監査し、全体会議において報告する。
（役員の任期）
第６条　役員の任期は、１年とする。ただし、再任を妨げない。
２　補欠の役員の任期は、前任者の残任期間とする。
（参　　与）
第７条　会長は理事会に諮り、会に参与を置くことができる。
（会　　議）
第８条　懇談会の会議は、全体会議及び理事会とし、会長がその議長となる。
（全体会議）
第９条　全体会議は、全会員で構成し、会長が理事会に諮り召集し、次の事項を審議する。
  (1) 活動計画、活動報告に関すること。
  (2) 予算、決算に関すること。
　(3) 会則の改廃、その他必要な事項。
（理　事　会）
第１０条　理事会は、会長・副会長・理事で構成し、必要に応じて会長が召集し、会の業務運営上必要な事項について審議する。
２　緊急を要する場合は、理事会をもって全体会議にかえることができる。この場合には、次回の全体会議に決定事項を報告しなければならない。
（部　　会）
第１１条　懇談会の目的達成のため会長が必要と認めたときは、理事会の決議を経て部会を設けることができる。
（会　　費）
第１２条　懇談会の経費は、会費、分担金、寄付金その他の収入をもって充てる。
（会　　計）
第１３条　懇談会の会計年度は、毎年４月１日に始まり翌年３月３１日に終わる。
（事　務　局）
第１４条　懇談会の事務局は　　　　におく。

（委　　任）

第１５条　この会則に定めるもののほか、懇談会の運営に関し必要な事項は、理事会にはかり会長が別に定める。
附　　則

　この会則は、昭和　　年　　月　　日から施行する。
